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事業者名 有限会社芋生工務店

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

私たちは持続可能な開発目標であるSDGｓに賛同し、よく理解し、地域に根づいた企業を目指している。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に
該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更
新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組
み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
地域産材を使用した地球にやさしい家づくりの継続。地域産
材の無垢材使用率100％を目指す。

集成材・合板使用量
2023年30%　→　2026年10％

社会

経済

環境
木端を事務所従業員休憩所の薪ストーブの燃料として再利
用する。ノコ屑・鉋屑を堆肥として再利用する。

木端・ノコ屑・鉋屑の再利用
２０２３年80％　→　2026年100％

社会

経済

環境

年齢を問わない中途採用の実施
採用の人数
2023年1人　→　2026年1人

社会

経済

マイホームの安心・安全に向け請負業者である自社と、協力会社との間に信頼関係を構築するとともに、
すべての作業員が安全かつ快適に仕事が出来る働きやすい職場環境の整備を図る。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

集成材・合板使用量
2023年　20％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

地域産材100％使用の家づくりの継続。地域産材の無垢材
使用率100％を目指す。

集成材・合板使用量
2020年60％　→2023年30％

屋根下地材を杉板の厚板に変更することで、合板使用を削
減し目標達成ができた。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

木端・ノコ屑・鉋屑の再利用
２０20年50％　→　2023年70％

前期の指標に対する実績

木端を薪ストーブの燃料として再利用する。ノコ屑・鉋屑を堆
肥として再利用する。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

廃棄物の分別を適正行うことにより目標の達成が出来た。

三側面
（分野に☑）

福利厚生や資格手当の拡充などに取り組み、目標達成する
ことができた。

採用の人数
2023年1名

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2023年　90％

年齢を問わない中途採用の実施
中途採用の実施の有無
2020年未実施　2023年実施

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


